
平成28年度決算

平成28年度 まちの主な事業成果
津別町・二水郷中学生交流事業 193万円

平成２４年１０月

に津別町と友好都

市提携を結んでい

る台湾二水郷の中

学生と交流するた

め、津別中学校の

生徒６名と引率者

３名が台湾を訪問

し、異国における生活体験や異文化に触れました。

地域医療維持助成事業 1億4,000万円

町内唯一の

医療機関であ

る津別病院に

対して、救急

診療を含めた

医療体制や医

療水準の確保

に要する経費の一部を補助し、地域の安定した医療

環境の維持につながるよう支援しています。

町営住宅等建設整備事業 5億3,667万円

公営住宅、

地域優良賃

貸住宅の合

計 ４ 棟１６

戸および熱

供給施設か

ら構成される「西町団地」を建設しました。

熱供給施設の暖房設備には、木質バイオマスボイ

ラーを使用し、全戸に熱を供給しています。

小学校施設整備事業 1,469万円

図書室を旧職員室

に移設し、特別支援

教室に内部改修しま

した。

支援が必要な児童

の増加に対して対応

が図られ、普通教室で

の交流活動も２階フ

ロアに集約されスムーズに行えるようになりました。

ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画

素
案
作
成
へ

月

日
の
定
例
議
会
に
お
い
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て
、
町
は
複
合
庁
舎
建
設
に
関
し

て
、
役
場
機
能
と
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

合
築
と
し
、
他
の
民
間
事
業
者
と

は
一
つ
屋
根
の
下
と
は
せ
ず
に
進

め
る
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
各
懇
談
会
で
反

対
の
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
や
、

整
備
手
法
に
よ
っ
て
は
地
方
自
治

法
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
新
た
な
計
画
素

案
を
現
在
作
成
中
で
す
が
、
ま
ち

な
か
再
生
協
議
会
や
複
合
庁
舎
建

設
等
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
意
見

を
頂
い
た
後
、
町
民
の
皆
様
へ
提

示
い
た
し
ま
す
。
そ
の
時
期
に
つ

き
ま
し
て
は
先
月
号
で
2
月
中
旬

頃
と
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
が
、

具
体
的
な
日
程
は
未
定
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
総
括

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

募
集

平
成

年
度
末
に
設
立
を
目
指

30

す
、（
仮
称
）
津
別
ま
ち
づ
く
り
会

社
を
主
導
し
て
い
く
総
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
町
内
外
か
ら
募
集
し
ま

す
。
募
集
期
間
は
3
月
2
日
ま
で

と
し
、
募
集
要
項
な
ど
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
留
ま
ら
ず
、
複

数
の
求
人
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て

お
り
閲
覧
が
可
能
で
す
。

選
考
は
第
３
次
ま
で
あ
り
、
第

２
次
以
降
は
実
際
に
津
別
町
内
を

巡
察
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）、
公

開
審
査
会
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
着
任
は
7
月
頃
を
想
定

し
て
い
ま
す
が
、
着
任
後
は
会
社

の
目
指
す
地
域
資
源
を
活
か
し
た

「
稼
ぐ
町
」
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の

事
業
計
画
の
策
定
や
、
公
共
に
頼

ら
な
い
資
金
調
達
な
ど
、
町
の
賑

わ
い
創
出
に
関
連
す
る
難
し
い
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

空
き
家
利
活
用
で

人
と
人
が
繋
が
る
場
所
を

エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
2
月

日
に
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開
催
す
る
第
７
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
、
人
と
人
が
繋
が
る
場
（
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
）
を
実
際
に
運
営
す
る
人

を
選
出
す
る
予
定
で
す
。

運
営
す
る
施
設
は
、
空
き
家
等

を
利
活
用
し
た
民
設
民
営
で
す
が
、

町
内
で
は
初
の
試
み
で
あ
り
、
公

益
に
資
す
る
事
業
も
展
開
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
先
行

的
）
事
業
と
し
て
町
と
し
て
も
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
改
修
も
自
分
た

ち
で
行
う
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
を
基
本

と
し
、
誰
で
も
参
加
可
能
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を
基
本
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

再
エ
ネ
利
活
用
の

調
査
検
討
状
況
に
つ
い
て

町
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
活
用
は
、
豊
富
な
森
林
資

源
を
背
景
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

活
用
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
そ
の
資
源
量
調
査
と
複

合
庁
舎
等
関
連
施
設
へ
の
熱
電
供

給
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討
な
ど
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
報
告
も
兼
ね
て
、

役
場
産
業
振
興
課
、
林
政
・
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ
ル
ー
プ
が

担
当
し
て
い
ま
す
「
再
エ
ネ
勉
強

会
」
が
２
月

日
（
月
）
※
に
開
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催
さ
れ
ま
す
。

※
広
報
１
月
号
に
は
2
月

日
15

（
木
）
開
催
と
掲
載
し
て
お
り
ま
し

た
が
訂
正
い
た
し
ま
す
。

人人
を
呼
び
込
む
の

人
を
呼
び
込
む
の
はは

「
ひ
と

「
ひ
と
」」

小
さ
い
な
が
ら
も
キ
ラ

小
さ
い
な
が
ら
も
キ
ラ
リリ
とと

「
輝
く
町
」
に
は
、
必
ず
事
業

「
輝
く
町
」
に
は
、
必
ず
事
業
のの

仕
掛
け
人
と
な
る
キ
ー
パ
ー

仕
掛
け
人
と
な
る
キ
ー
パ
ー
ソソ

ン
（
鍵
と
な
る
人
物
）
が
い
ま
す

ン
（
鍵
と
な
る
人
物
）
が
い
ま
す
。。

し
か
も
近
年
で
は
、
そ
の
多

し
か
も
近
年
で
は
、
そ
の
多
くく

は
民
間
の
人
で
あ
る
こ
と
が

は
民
間
の
人
で
あ
る
こ
と
が
顕顕

著
と
な
っ
て
い
ま
す

著
と
な
っ
て
い
ま
す
。。

人
（
観
光
客
・
移
住
者
・

人
（
観
光
客
・
移
住
者
・
買買

物
客
な
ど
）
を
呼
ぶ
た
め
に
は

物
客
な
ど
）
を
呼
ぶ
た
め
に
は
、、

そ
の
町
に
魅
力
的
な
事
業
が

そ
の
町
に
魅
力
的
な
事
業
が
展展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
条条

件
で
、
特
に
「
稼
ぐ
」
と
い

件
で
、
特
に
「
稼
ぐ
」
と
い
うう

分
野
で
は
公
共
が
主
体
と
な

分
野
で
は
公
共
が
主
体
と
な
っっ

て
成
功
し
た
事
例
は
非
常
に

て
成
功
し
た
事
例
は
非
常
に
稀稀

有
で
す

有
で
す
。。

津
別
町
で
は
ま
ち
を
元
気

津
別
町
で
は
ま
ち
を
元
気
にに

す
る
水
先
案
内
人
を
見
つ
け

す
る
水
先
案
内
人
を
見
つ
け
、、

育
て
、
支
援
す
る
取
組
み
を

育
て
、
支
援
す
る
取
組
み
を
加加

速
さ
せ
ま
す

速
さ
せ
ま
す
。。

団
体
向
け
出
張
説
明
会

の
資
料
を
更
新
中
で
す

複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な

か
再
生
基
本
計
画
を
は
じ
め
、

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
団
体
向
け
出
張
説
明

会
は
、
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
の
資
料
を
基
に
し
た

説
明
に
な
り
ま
す
。
資
料
更

新
ま
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
願

い
ま
す
。

問い合わせ先 住民企画課 地方創生推進グループ 緯76－2151（内線２４１） e-mail：tsubetsu.sousei@gmail.com

౷༷஻୆
͈

৾ͤழ͙
ܫ

▲11月に開催した「勉強会」の様子

▲

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
役
割
イ
メ
ー
ジ
図

まちなか再生事業 20万円ほか

まちなか再生協議

会の会議およびシン

ポジウムを開催し、

前年度の取り組みを

より深堀りして協議

を進めました。

また、筑波大学との共同研究では、ゼミ合宿にお

ける研究活動、町民ワークショップ及び津別高校生

との高大連携ワークショップ等に取り組んでいた

だきました。

この取り組みは現在策定中の「複合庁舎建設等ま

ちなか再生基本計画」や地方創生事業の取り組みに

反映させていただきました。

町有林整備事業 4,643万円

津別町森林施業計

画に基づき、植林6.05

佐、下刈22.61佐、間

伐45.25佐、森林保護

剤散布481.65佐等を

実施し、森林資源の保

全を行いました。

空き家等撤去促進事業 988万円

全国的にも空き家の

増加が深刻な問題と

なっている中で、良好

な生活環境を守る取り

組みとして、２０件の空

き家撤去工事費に対す

る補助を行いました。

町民テニスコート施設整備事業 4,561万円

町民テニスコー

トの整備及びネッ

トフェンス改修工

事を行いました。

一部のコートを

オムニ（人工芝）

コートにしたこと

により水はけが良

く、雨の多い時期にも使用できるようになりました。


